
　
大
連
市（
以
下
、大
連
）は
、中
国
遼
寧
省
、遼
東
半

島
の
南
端
付
近
に
位
置
し
、人
口
約
5
8
9
万
人

（
2
0
1
2
年
3
月
）と
、省
都
で
あ
る
瀋
陽
市
に
次

ぐ
東
北
地
方
第
二
の
都
市
で
す
。2
0
1
1
年
の

G
D
P
は
約
6,
1
5
0
億
元（
約
9
兆
8,
4
0
0

億
円
、1
元
＝
16
円
で
計
算
）で
、中
国
の
都
市
で

第
8
位
の
経
済
規
模
を
誇
って
い
ま
す
。

　
大
連
の
貿
易
総
額
の
25
％
程
度
を
日
本
が
占
め
、

大
連
への
直
接
投
資
の
10
％
程
度
が
日
本
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
等
、日
本
と
大
連
は
経
済
的
に
緊
密
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。そ
の
為
、日
本
人
駐
在
員
が
多
く
、在
留

届（
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
3
か
月
以
上
滞

在
す
る
人
は
、管
轄
の
大
使
館
等
へ
の
提
出
義
務
が
あ

る
）を
提
出
し
て
い
る
日
本
人
だ
け
で
も
6,
0
0
0

人
を
数
え
ま
す
。こ
れ
に
、留
学
生
や
短
期
の
駐
在
員

を
合
わ
せ
る
と
、お
よ
そ
1
万
人
も
の
日
本
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
お
け
る「
日
本
食
」と「
日
本
語
」

を
通
し
て
、日
本
と
大
連
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
日
本
人
が
多
い
大
連
に
は
、日
本
料
理
店
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。寿
司
や
天
ぷ
ら
と
いっ
た
、外
国
人

に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
典
型
的
な
日
本
食
か
ら
、

お
好
み
焼
き
や
も
つ
鍋
等
の
庶
民
的
な
専
門
店
ま
で
、

3
0
0
店
近
く
の
日
本
料
理
店
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
店
に
は
、日
本
人
の
他
に
中
国
人
の
料
理
人
が
多
数

い
ま
す
が
、日
本
で
の
修
業
経
験
者
も
多
く
、味
は

日
本
の
料
理
店
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
遜
色
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、日
本
語
を
話
せ
る
店
員
が
多
い
為
、ほ
と
ん

ど
の
店
で
日
本
語
で
の
注
文
が
可
能
で
す
。

　
価
格
は
、昼
食
で
20
元
〜
70
元（
3
2
0
円
〜

1,
1
2
0
円
）、夕
定
食
で
50
元
〜
1
0
0
元

（
8
0
0
円
〜
1,
6
0
0
円
）程
度
と
、現
地
の
飲
食

店
よ
り
も
高
め
の
価
格
帯
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、多
く
の
中
国
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。経
済
成

長
に
よ
る
所
得
水
準
の
向
上
や
、健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
っ
て
、ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
日
本
食
は
、

大
連
の
人
々
に
と
って
身
近
な
食
事
に
な
って
い
ま
す
。

　
日
系
企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
大
連
で
は
、

日
本
料
理
店
の
従
業
員
の
よ
う
に
仕
事
で
日
本
語
を

使
う
機
会
も
多
く
、日
本
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
る

中
国
人
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、就
職
や
仕
事

に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、現
地
の
学
生
も
日
本
語
を
学
ぶ

こ
と
に
意
欲
的
で
す
。

　
大
連
か
ら
程
近
い
旅
順
に
あ
る
、大
連
外
国
語
大
学

の
日
本
語
学
院（
日
本
で
い
う
学
部
）は
、日
本
語
教
育

機
関
と
し
て
世
界
一
の
規
模
を
誇
り
、毎
年
8
0
0

人
も
の
学
生
が
入
学
し
て
い
ま
す
。大
連
市
内
に
あ
る

遼
寧
師
範
大
学
で
も
、日
本
語
の
授
業
を
選
択
す
る

学
生
は
多
く
、休
憩
時
間
等
に
は
、中
国
人
学
生
が

日
本
人
留
学
生
を
相
手
に
、日
本
の
文
化
や
観
光
地

等
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
姿
も
頻
繁
に
見
か
け
ま
す
。

　
ま
た
、大
連
の
学
生
は
日
本
へ
の
留
学
意
欲
も
旺
盛

で
す
。大
連
市
内
で
は
、日
本
の
大
学
に
よ
る
留
学
説

明
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、多
く
の
学
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。中
国
全
体
の
日
本
留
学
希
望
者
を

見
る
と
、経
済
学
部
や
商
学
部
等
へ
の
留
学
を
希
望
す

る
学
生
が
多
い
中
、大
連
の
学
生
に
特
徴
的
な
の
は
、

日
本
語
や
日
本
文
化
に
特
化
し
た
文
学
部
や
言
語
学

科
等
へ
の
希
望
者
が
多
い
こ
と
で
す
。こ
う
し
た
こ
と

か
ら
も
、他
の
地
域
以
上
に
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、大
連
で
は
日
本
の
文
化
が
広
く

浸
透
し
て
お
り
、現
地
の
人
々
も
日
本
に
対
し
て
好

意
的
で
す
。昨
年
の
尖
閣
諸
島
問
題
の
際
に
、中
国

全
土
の
お
よ
そ
1
0
0
も
の
都
市
で
発
生
し
た
反
日

デ
モ
も
、大
連
で
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本
人

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、等
身
大
の
日
本
を
身
を

も
っ
て
知
っ
て
い
る
大
連
の
市
民
が
、過
熱
し
た
報
道

を
冷
静
に
受
け
止
め
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
日
中
関
係
に
は
様
々
な
摩
擦
も
あ
り
ま

す
が
、大
連
で
の
関
係
の
よ
う
に
、お
互
い
の

国
を
良
く
理
解
し
、成
熟
し
た
友
好
的
な

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
ト
レ
ー
ニ
ー
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下
、大
連
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国
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東
半
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の
南
端
付
近
に
位
置
し
、人
口
約
5
8
9
万
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（
2
0
1
2
年
3
月
）と
、省
都
で
あ
る
瀋
陽
市
に
次

ぐ
東
北
地
方
第
二
の
都
市
で
す
。2
0
1
1
年
の

G
D
P
は
約
6,
1
5
0
億
元（
約
9
兆
8,
4
0
0

億
円
、1
元
＝
16
円
で
計
算
）で
、中
国
の
都
市
で
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経
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規
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誇
って
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ま
す
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連
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の
25
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を
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本
が
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、

大
連
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直
接
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10
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日
本
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行
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る
等
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本
と
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的
に
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な
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本
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所
又
は
居
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を
定
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3
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以
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の
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使
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等
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の
提
出
義
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が
あ

る
）を
提
出
し
て
い
る
日
本
人
だ
け
で
も
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0
0
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人
を
数
え
ま
す
。こ
れ
に
、留
学
生
や
短
期
の
駐
在
員

を
合
わ
せ
る
と
、お
よ
そ
1
万
人
も
の
日
本
人
が
生
活

し
て
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ま
す
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今
回
は
、大
連
に
お
け
る「
日
本
食
」と「
日
本
語
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を
通
し
て
、日
本
と
大
連
の
関
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に
つ
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て
ご
紹
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し

ま
す
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日
本
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大
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に
は
、日
本
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数
多
く

存
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て
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ま
す
。寿
司
や
天
ぷ
ら
と
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た
、外
国
人

に
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知
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る
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な
日
本
食
か
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、

お
好
み
焼
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や
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等
の
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が
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を
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定
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時
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の
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の
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日
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に
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の
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。

　
以
上
の
よ
う
に
、大
連
で
は
日
本
の
文
化
が
広
く

浸
透
し
て
お
り
、現
地
の
人
々
も
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の
際
に
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で
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反
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も
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で
は
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ま
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で
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と
接
す
る
機
会
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、等
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の
日
本
を
身
を

も
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知
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て
い
る
大
連
の
市
民
が
、過
熱
し
た
報
道

を
冷
静
に
受
け
止
め
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
日
中
関
係
に
は
様
々
な
摩
擦
も
あ
り
ま

す
が
、大
連
で
の
関
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の
よ
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に
、お
互
い
の

国
を
良
く
理
解
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、成
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し
た
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好
的
な
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を
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こ
と
が
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方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

地
方
自
治
体
の

海
外
展
開
の
必
要
性

1
上
海
に
お
け
る
九
州
の

地
方
自
治
体
海
外
拠
点

2

Overseas
Report

Shanghai

〜 

上
海
か
ら

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点（
上
海
）の
取
り
組
み

　
　広
域
連
携｢

チ
ー
ム
九
州｣

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

■
企
業
の
海
外
進
出
支
援

■
県
産
品
の
輸
出
促
進

■
観
光
誘
致

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

上海上海
杭州杭州

寧波寧波
武漢武漢

南昌南昌

合肥合肥 南京南京

福岡

大分
熊本

佐賀

宮崎

鹿児島鹿児島

長崎

■ 海外拠点（上海）を中心とした九州・上海間の経済活動イメージ

中 国

●人的ネットワークの
　構築

●九州産品販路開拓
●九州企業進出支援

●中国企業誘致活動
●九州観光ＰＲ活動

●中国人留学生の増加

●クルーズ船の誘致・確保

八坂所長
（大分県）

宮崎所長
（長崎県）

大浦所長
（北九州市）

榊原所長
（福岡市）

西岡所長
（福岡県）

北村所長
（佐賀県）

米盛所長
（鹿児島県）

大生所長
（宮崎県）

杉本所長
（熊本市）

吉田所長
（熊本県）

●中国人観光客の増加

●定期航空便の確保
●中国企業の投資案件増加

方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

地
方
自
治
体
の

海
外
展
開
の
必
要
性

1
上
海
に
お
け
る
九
州
の

地
方
自
治
体
海
外
拠
点

2

Overseas
Report

Shanghai

〜 

上
海
か
ら

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点（
上
海
）の
取
り
組
み

　
　広
域
連
携｢

チ
ー
ム
九
州｣

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

■
企
業
の
海
外
進
出
支
援

■
県
産
品
の
輸
出
促
進

■
観
光
誘
致

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

上海上海
杭州杭州

寧波寧波
武漢武漢

南昌南昌

合肥合肥 南京南京

福岡

大分
熊本

佐賀

宮崎

鹿児島鹿児島

長崎

■ 海外拠点（上海）を中心とした九州・上海間の経済活動イメージ

中 国

●人的ネットワークの
　構築

●九州産品販路開拓
●九州企業進出支援

●中国企業誘致活動
●九州観光ＰＲ活動

●中国人留学生の増加

●クルーズ船の誘致・確保

八坂所長
（大分県）

宮崎所長
（長崎県）

大浦所長
（北九州市）

榊原所長
（福岡市）

西岡所長
（福岡県）

北村所長
（佐賀県）

米盛所長
（鹿児島県）

大生所長
（宮崎県）

杉本所長
（熊本市）

吉田所長
（熊本県）

●中国人観光客の増加

●定期航空便の確保
●中国企業の投資案件増加
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方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

地
方
自
治
体
の

海
外
展
開
の
必
要
性

1
上
海
に
お
け
る
九
州
の

地
方
自
治
体
海
外
拠
点

2

Overseas
Report

Shanghai

〜 

上
海
か
ら

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点（
上
海
）の
取
り
組
み

　
　広
域
連
携｢

チ
ー
ム
九
州｣

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

■
企
業
の
海
外
進
出
支
援

■
県
産
品
の
輸
出
促
進

■
観
光
誘
致

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

上海上海
杭州杭州

寧波寧波
武漢武漢

南昌南昌

合肥合肥 南京南京

福岡

大分
熊本

佐賀

宮崎

鹿児島鹿児島

長崎

■ 海外拠点（上海）を中心とした九州・上海間の経済活動イメージ

中 国

●人的ネットワークの
　構築

●九州産品販路開拓
●九州企業進出支援

●中国企業誘致活動
●九州観光ＰＲ活動

●中国人留学生の増加

●クルーズ船の誘致・確保

八坂所長
（大分県）

宮崎所長
（長崎県）

大浦所長
（北九州市）

榊原所長
（福岡市）

西岡所長
（福岡県）

北村所長
（佐賀県）

米盛所長
（鹿児島県）

大生所長
（宮崎県）

杉本所長
（熊本市）

吉田所長
（熊本県）

●中国人観光客の増加

●定期航空便の確保
●中国企業の投資案件増加

35 FFG MONTHLY SURVEY Vol.60



方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

広
域
連
携「
チ
ー
ム

九
州
」に
よ
る
取
り
組
み

3

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

最
後
に

4

■ 表２ 九州の地方自治体海外拠点（上海）

※熊本上海事務所は熊本県・熊本市・熊本大学による合同事務所

福岡県上海事務所

福岡市上海事務所

駐上海北九州市経済事務所

長崎県上海事務所

大分県上海事務所

熊本上海事務所

宮崎県上海事務所

鹿児島県上海事務所

佐賀県上海デスク

西岡貴弘

榊原英明

大浦太九馬

宮崎大誠

八坂悦朗

吉田二浩／杉本幸生

大生翔太郎

米盛幸一

北村志帆

事務所名 所長 設置時期 住所 電話番号

上海市淮海中路398号博銀大厦7階Ｃ室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ2室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ1室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心2002室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心1601室

上海市南京西路1038号梅龍鎮広場1509室

上海市黄陂北路227号中区広場1711室

上海市遵義路100号虹橋上海城Ａ棟1903号室

佐賀県佐賀市城内1丁目1番59号

H15.8

H17.7

H17.7

H3.7

H18.4

H24.1

H14.3

H9.7

H23.8

86-21-6385-5580

86-21-6385-8815

86-21-6385-8821

86-21-6275-0696

86-21-6275-0088

86-21-6218-6901

86-21-6329-5192

86-21-6237-2233

0952-25-7146

■ 表１ 九州への中国人入国者数の推移（年次）

【出所：法務省出入国管理統計・九州運輸局報道資料を基に作成】

■ グラフ２ 在上海日本国総領事館のビザ発給件数の推移（概算値）

【出所：在上海日本国総領事館へのヒアリングを基に作成】

2007

2008

2009

2010

2011

年 入国者数(九州) A 入国者数(全国) B 九州のシェア （A／B）

 1,148,483

 1,234,088

 1,253,551

 1,682,689

 1,346,134

 66,288

 72,387

 80,139

 138,363

 88,261

5.8%

5.9%

6.4%

8.2%

6.6%

（単位：人）

■ グラフ１ 訪日中国人観光客数の推移（月次）

【出所：日本政府観光局（JNTO）統計資料を基に作成】
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尖閣国有化
反日デモ

約268

約26
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約40
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36FFG MONTHLY SURVEY Vol.60



方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

広
域
連
携「
チ
ー
ム

九
州
」に
よ
る
取
り
組
み

3

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

最
後
に

4

■ 表２ 九州の地方自治体海外拠点（上海）

※熊本上海事務所は熊本県・熊本市・熊本大学による合同事務所

福岡県上海事務所

福岡市上海事務所

駐上海北九州市経済事務所

長崎県上海事務所

大分県上海事務所

熊本上海事務所

宮崎県上海事務所

鹿児島県上海事務所

佐賀県上海デスク

西岡貴弘

榊原英明

大浦太九馬

宮崎大誠

八坂悦朗

吉田二浩／杉本幸生

大生翔太郎

米盛幸一

北村志帆

事務所名 所長 設置時期 住所 電話番号

上海市淮海中路398号博銀大厦7階Ｃ室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ2室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ1室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心2002室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心1601室

上海市南京西路1038号梅龍鎮広場1509室

上海市黄陂北路227号中区広場1711室

上海市遵義路100号虹橋上海城Ａ棟1903号室

佐賀県佐賀市城内1丁目1番59号

H15.8

H17.7

H17.7

H3.7

H18.4

H24.1

H14.3

H9.7

H23.8

86-21-6385-5580

86-21-6385-8815

86-21-6385-8821

86-21-6275-0696

86-21-6275-0088

86-21-6218-6901

86-21-6329-5192

86-21-6237-2233

0952-25-7146

■ 表１ 九州への中国人入国者数の推移（年次）

【出所：法務省出入国管理統計・九州運輸局報道資料を基に作成】

■ グラフ２ 在上海日本国総領事館のビザ発給件数の推移（概算値）

【出所：在上海日本国総領事館へのヒアリングを基に作成】

2007

2008

2009

2010

2011

年 入国者数(九州) A 入国者数(全国) B 九州のシェア （A／B）

 1,148,483

 1,234,088

 1,253,551

 1,682,689

 1,346,134

 66,288

 72,387

 80,139

 138,363

 88,261

5.8%

5.9%

6.4%

8.2%

6.6%

（単位：人）

■ グラフ１ 訪日中国人観光客数の推移（月次）

【出所：日本政府観光局（JNTO）統計資料を基に作成】
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2010.7
個人ビザ条件緩和 2010.9

尖閣漁船衝突事件
2011.3

東日本大震災

2012.9
尖閣国有化
反日デモ

約268

約26

約134

約40

約121約115

2010年 2011年 2012年

約135

約232

約68
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■団体観光
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くまモンも参加した物産展（九州ブース）

（単位：千人）
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は
じ
め
に

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

　マ
ー
ケ
ッ
ト
」

1
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〜 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
進
め
方タ

イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

■
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
増
加
と

　変
化

1

■
世
界
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

　市
場
の
可
能
性

2

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き
ん
き

■
日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル

　ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

3

Singapore

け
い

け
ん■ 表１　世界のハラル飲食品マーケット（単位：10億USドル）

【出所 ： World Halal Forum】

世界全体

１．アフリカ

２．アジア

インドネシア

中東諸国

インド

中国

マレーシア

３．欧州

ロシア

フランス

英国

４．オーストラリア

５．北アメリカ

米国

カナダ

587.2

136.9

369.6

72.9

38.4

21.8

18.5

6.6

64.3

20.7

16.4

3.4

1.1

15.3

12.3

1.4

地 域 2004（A) 2005

596.1

139.5

375.8

73.9

39.5

22.1

18.9

6.9

64.4

20.8

16.5

3.5

1.1

15.5

12.5

1.5

2009

634.5

150.3

400.1

77.6

43.8

23.6

20.8

8.2

66.6

21.7

17.4

4.1

1.5

16.1

12.9

1.8

2010（B)

651.5

153.4

416.1

78.5

44.7

24.0

21.2

8.4

67.0

21.9

17.6

4.2

1.6

16.2

13.1

1.9

'B/A（伸び率）

11.0%

12.1%

12.6%

7.7%

16.4%

10.1%

14.6%

27.3%

4.2%

5.8%

7.3%

23.5%

45.5%

5.9%

6.5%

35.7%
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は
じ
め
に

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

　マ
ー
ケ
ッ
ト
」

1

Overseas
Report

〜 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
進
め
方タ

イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

■
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
増
加
と

　変
化

1

■
世
界
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

　市
場
の
可
能
性

2

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き
ん
き

■
日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル

　ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

3

Singapore

け
い

け
ん■ 表１　世界のハラル飲食品マーケット（単位：10億USドル）

【出所 ： World Halal Forum】

世界全体

１．アフリカ

２．アジア

インドネシア

中東諸国

インド

中国

マレーシア

３．欧州

ロシア

フランス

英国

４．オーストラリア

５．北アメリカ

米国

カナダ

587.2

136.9

369.6

72.9

38.4

21.8

18.5

6.6

64.3

20.7

16.4

3.4

1.1

15.3

12.3

1.4

地 域 2004（A) 2005

596.1

139.5

375.8

73.9

39.5

22.1

18.9

6.9

64.4

20.8

16.5

3.5

1.1

15.5

12.5

1.5

2009

634.5

150.3

400.1

77.6

43.8

23.6

20.8

8.2

66.6

21.7

17.4

4.1

1.5

16.1

12.9

1.8

2010（B)

651.5

153.4

416.1

78.5

44.7

24.0

21.2

8.4

67.0

21.9

17.6

4.2

1.6

16.2

13.1

1.9

'B/A（伸び率）

11.0%

12.1%

12.6%

7.7%

16.4%

10.1%

14.6%

27.3%

4.2%

5.8%

7.3%

23.5%

45.5%

5.9%

6.5%

35.7%
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き

と
う

「
ハ
ラ
ル
見
本
市
」

現
地
視
察
の
報
告

2
①
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア
ハ
ラ
ル
国
際

　見
本
市（
M
I
H
A
S
）」の
概
要

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の

 

進
め
方

3

第10回マレーシアハラル国際見本市の様子

タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き

と
う

「
ハ
ラ
ル
見
本
市
」

現
地
視
察
の
報
告

2
①
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア
ハ
ラ
ル
国
際

　見
本
市（
M
I
H
A
S
）」の
概
要

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の

 

進
め
方

3
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き

と
う

「
ハ
ラ
ル
見
本
市
」

現
地
視
察
の
報
告

2
①
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア
ハ
ラ
ル
国
際

　見
本
市（
M
I
H
A
S
）」の
概
要

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の

 

進
め
方

3
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に

4

■ 表２　今後開催予定のハラル商談会やフェアの情報

【出所：各イベントHPより抽出】

イベント名 開催日 開催国

Moscow International Halal 
Exhibition

Taiwan International Halal Expo

Halal Food & Eid Festival

Halal & Healthy Products Fair

Kazanhalal 2013

International Halal Expo

Halal Food Asia Exhibition & 
Conference

Halal Expo Chile

OIC Halal Middle East Exhibition 
& Congress

International Halal And Oriental 
Products Trade Fair

2013年 6 月13日～16日

2013年 6 月26日～29日

2013年 8 月17日～23日

2013年 9 月 5 日～ 8 日

2013年10月 3 日～ 6 日

2013年10月10日～12日

2013年12月13日～15日

2013年12月13日～15日

2013年12月16日～18日

2014年 4 月 8 日～ 9 日

ロシア

台湾

アメリカ

トルコ

ロシア

カザフスタン

パキスタン

チリ

アラブ首長国連邦

フランス

会場

All-Russian Exhibition Center

Taipei World Trade Center

NewPark Mall

CNR Expo

Kazan

Almaty Towers Business Center

Karachi Expo Centre

Sheraton Convention Center

Expo Centre Sharjah

Porte De Versailles

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

NO.

NON HALAL HALAL
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に

4

■ 表２　今後開催予定のハラル商談会やフェアの情報

【出所：各イベントHPより抽出】

イベント名 開催日 開催国

Moscow International Halal 
Exhibition

Taiwan International Halal Expo

Halal Food & Eid Festival

Halal & Healthy Products Fair

Kazanhalal 2013

International Halal Expo

Halal Food Asia Exhibition & 
Conference

Halal Expo Chile

OIC Halal Middle East Exhibition 
& Congress

International Halal And Oriental 
Products Trade Fair

2013年 6 月13日～16日

2013年 6 月26日～29日

2013年 8 月17日～23日

2013年 9 月 5 日～ 8 日

2013年10月 3 日～ 6 日

2013年10月10日～12日

2013年12月13日～15日

2013年12月13日～15日

2013年12月16日～18日

2014年 4 月 8 日～ 9 日

ロシア

台湾

アメリカ

トルコ

ロシア

カザフスタン

パキスタン

チリ

アラブ首長国連邦

フランス

会場

All-Russian Exhibition Center

Taipei World Trade Center

NewPark Mall

CNR Expo

Kazan

Almaty Towers Business Center

Karachi Expo Centre

Sheraton Convention Center

Expo Centre Sharjah

Porte De Versailles

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

NO.

NON HALAL HALAL
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1
は
じ
め
に

2
北
九
州
市
の
環
境
改
善
協
力

3
大
連
市
政
府
と
の
関
係

４
最
後
に

　
1
9
7
9
年
5
月（
今
か
ら
34
年
前
）、北
九
州
市
と
大
連

市
は
友
好
都
市
の
提
携
を
行
い
ま
し
た
。北
九
州
市
の
門
司
港

と
大
連
港
と
は
明
治
時
代
の
頃
か
ら
航
路
で
結
ば
れ
て
い
た

他
、鉄
鋼
業
が
盛
ん
な
港
湾
都
市
と
し
て
都
市
形
態
が
類
似
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、1
9
7
2
年
の
日
中
共
同
声
明
を
契
機

に
、北
九
州
市
か
ら
大
連
市
に
働
き
か
け
た
こ
と
で
、こ
の
友
好

都
市
の
提
携
が
実
現
し
た
そ
う
で
す
。友
好
都
市
の
提
携

以
降
、両
市
は
文
化・経
済・環
境
等
の
分
野
に
お
い
て
、様
々
な

交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、

1
9
9
1
年
7
月
に
設
立
さ
れ
た「
駐
大
連
北
九
州
市
経
済

事
務
所（
以
降
、北
九
州
市
経
済
事
務
所
）」で
す
。今
回
は
、

北
九
州
市
と
大
連
市
の
こ
れ
ま
で
の
共
同
事
業
や
、そ
の
結
果

と
し
て
構
築
し
た
強
固
な
信
頼
関
係
、現
在
の
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
、1
9
6
0
年
代
に
深
刻
化
し
た
公
害
問
題
を

市
民・行
政・企
業
が
協
力
し
て
克
服
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
経
験
を
活
か
し
、北
九
州
市
は
長
年
に
亘
り
、大
連
市
の

環
境
改
善
に
様
々
な
形
で
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、単
な
る
技
術
協
力
に
留
ま
ら
ず
、

①
環
境
改
善
事
業
の
提
案
、②
各
分
野
の
専
門
家
の
現
地
派
遣

・
実
地
調
査
、及
び
③
実
地
調
査
に
基
づ
く
各
種
環
境
保
全

対
策
の
実
現
可
能
性
の
検
証
等
を
経
て
、2
0
0
0
年
3
月
の

「
環
境
保
全
基
本
計
画
」作
成
ま
で
、北
九
州
市
が
主
体
的
に

行
動
し
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
、こ
の
北
九
州
市
と
大
連
市
と
い

う
自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
に
よ
る
環
境
事
業
は
、国
家
レ
ベ

ル
の
本
格
的
な
環
境
O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）案
件
と
し
て

採
択
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。大
幅
な
環
境
改
善
を
実
現
し
た

大
連
市
は
、2
0
0
1
年
に
国
連
の
環
境
関
連
機
関「
国
連

環
境
計
画（
U
N
E
P
）」よ
り
、環
境
の
保
護・改
善
に
功
績
の

あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
5
0
0
賞
」を
受
賞
す

る
等
、国
際
的
に
も
そ
の
環
境
改
善
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、習
近
平・国
家
主
席
は
３
年
半
前
の
訪
日
の
際
、地
方

都
市
で
は
唯
一
北
九
州
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
連

市
と
の
長
年
の
交
流
実
績
や
、北
九
州
市
が
国
際
的
な
環
境
先

進
都
市
で
あ
る
こ
と
等
が
、中
国
政
府
に
よ
り
評
価
さ
れ
、視
察

先
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、北
九
州
市
で
は
、市
内
外
の
企
業
等
と
連
携
し
、環
境

・水
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
技
術
を
単
体
で
は
な
く
、イ
ン
フ
ラ
の

運
営
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
関
連
製
品
等
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
、

積
極
的
に
海
外
に
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
北
九
州
市
と
大
連
市
の
長
年
に
亘
る
協
力
関
係
の

積
み
重
ね
か
ら
、経
済
交
流
等
の
分
野
に
お
い
て
も
北
九
州
市

経
済
事
務
所
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
す
。特
に
、中
国
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
欠
か
せ
な
い「
人
脈
と
情
報
」に
お
い
て
、強
固
な
関
係

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
で
は
、「
民
間
企
業
の
方
々
が
ビ
ジ

ネ
ス
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
」を
使
命
と
し
、前
述
の

よ
う
な
大
連
市
政
府
と
の
強
固
な
関
係
を
背
景
に「
北
九
州
の

地
元
企
業
への
情
報
発
信
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
岡
〜
大
連
間
は
、航
空
機
が
毎
日
１
便
往
復
、飛
行
時
間

は
１
時
間
半
程
度
で
あ
り
、福
岡・北
九
州
か
ら
の
交
通
の
利
便

性
が
高
く
、北
九
州
か
ら
の
企
業
の
来
訪
や
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
す
る
相
談
は
非
常
に
多
い
そ
う
で
す
。相
談
を
受
け
た
企
業

への
情
報
提
供
や
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
も
丁
寧
に
行
って
お
り
、そ

の
活
動
内
容
は
ま
る
で
商
社
マ
ン
の
よ
う
で
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
の
田
代
所
長
は
、「
公
務
員
ら
し
く

な
い
」と
評
さ
れ
る
こ
と
が
ご
自
身
へ
の
最
大
の
褒
め
言
葉
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
等
、気
さ
く
な
お
人
柄
が
印
象
的
で
す
。

　
我
々
、福
岡
銀
行
大
連
駐
在
員
事
務
所
も
、北
九
州
市
経
済

事
務
所
と
連
携
し
な
が
ら
、積
極
的
に
お
客
様
の
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。　
　
　
　   （
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
小
田
　
周
平
）

PROFILE

：
：
：
：

：
：
：

駐大連北九州市経済事務所
中国大連市西崗区中山路147号　森茂大厦5階
+86-411-8360-7298
yumeiyasu4411@yahoo.co.jp(田代所長)
kod_fusuochang@yahoo.co.jp(古賀副所長)
北九州市役所（公益社団法人北九州貿易協会）
093-541-1969
093-522-5120

現地事務所名
住 所
T E L
E-mail

母 体
T E L
F A X

▲右端が田代所長
　左端が古賀副所長（福岡銀行からの出向）

大連編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
地
元
地
方
自
治
体
の
現
地
事
務
所
の
ご
紹
介

北
九
州
市
〜
駐
大
連
北
九
州
市
経
済
事
務
所

1
は
じ
め
に

2
タ
イ
進
出
の
理
由
と
タ
イ
で
の
事
業
概
要

3
今
後
の
展
開

４
最
後
に

　　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
福
岡
市
博
多
区
に
本
社
を

置
く
、金
属
製
品
製
造
企
業
で
す
。1
9
3
1
年
の
創
業
以

来
、粉
末
冶
金
技
術（
粉
末
か
ら
硬
い
金
属
を
作
る
技
術
）を

ベ
ー
ス
に
、レ
ア
メ
タ
ル
製
品
や
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
等
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。日
本
国
内
に
3
工
場
と
7
営
業

拠
点
、そ
し
て
海
外
に
6
現
地
法
人
を
有
し
、こ
の
う
ち
タ
イ

の
現
地
法
人SV

 N
ITTAN

 CO
.,LTD

.

は
、1
9
7
9

年
に
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
の
初
の
海
外
拠
点
と
し

て
、タ
イ
有
数
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ハ
ビ
リ
ヤ
グ
ル
ー
プ

と
の
合
弁
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、SV

 N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

の
製
造
部
門

責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
と
、営
業
部
門
責
任
者
の
矢
野
部

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
、日
本
で
の
主
要
取
引

先
で
あ
る
製
造
業
者
が
タ
イ
へ
進
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

タ
イ
でSV

 

N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

を
設
立
し
ま
し

た
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

は
、1
9
8
0
年
に

東
南
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
、粉
末
冶
金
技
術
に
よ
る
超
硬
工
具

の
製
造
を
開
始
し
た
後
、精
密
金
型
加
工
、精
密
工
具
加
工

分
野
へ
と
事
業
範
囲
を
広
げ
、あ
ら
ゆ
る
企
業
の
金
属
加
工

ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
る
こ
と
で
、着
実
に
お
取
引
先
数
を
増
や

し
ま
し
た
。現
在
は
、主
に
現
地
の
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、半

導
体
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
等
に
対
し
て
金
属
製
品
等
を
供
給

し
、日
系
企
業
の
タ
イ
で
の
部
品・工
具
等
の
調
達
を
支
え
て
い

ま
す
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

の
歴
史
が
30
年
を

越
え
た
現
在
、取
引
先
数
は
4
5
0
社
を
超
え
、従
業
員
数
は

製
造
部
門（
工
場
）2
6
0
名
、営
業
部
門
20
名
の
合
計

2
8
0
名
と
な
って
い
ま
す（
3
月
末
時
点
）。

　
現
在
、SV

 N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

は
A
S
E
A
N

地
域
で
の
販
売
を
強
化
し
て
い
ま
す
。営
業
部
門
責
任
者
の

矢
野
部
長
は
昨
年
10
月
の
赴
任
直
後
か
ら
半
年
間
か
け
て

市
場
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
、タ
イ
を
含
む
A
S
E
A
N

諸
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
と
の

判
断
に
至
り
、積
極
的
な
拡
販
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、製
造
部
門
責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
は
、「
日
系
同

業
他
社
と
の
競
合
が
激
し
く
な
って
お
り
、技
術
サ
ー
ビ
ス
拡
充

に
よ
る
差
別
化
が
必
須
」と
の
判
断
か
ら
、今
年
４
月
か
ら
日
本

人
技
術
担
当
者
を
１
名
増
員
し
、顧
客
か
ら
の
要
望
が
多
い

超
硬
工
具
の
再
研
磨
等
の
新
分
野
へ
の
取
り
組
み
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
タ
イ
は
、日
系
の
製
造
業
者
が
世
界
で
最
も
事
業
が
行
い
易

い
国
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
だ
け
に

競
争
も
厳
し
く
、先
行
企
業
と
し
て
築
い
た
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
為
に
は「
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
」、「
新
分
野

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、お

二
人
の
話
を
通
し
て
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
超
硬
製
品
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
るS

V

 

N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

が
、新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
新
分

野
の
開
拓
を
通
し
て
、タ
イ
や
A
S
E
A
N
に
お
け
る
日
系

企
業
の
活
躍
を
支
え
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　 

　貞
方
　
泰
徳
）

バンコク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
営
業
部
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社

〜SV  N
ITTAN  CO

.,LTD
.

や
き
ん

PROFILE

：
：

：
：

SV NITTAN CO.,LTD.
898/29-30　SV CITY TOWER 2,18th Floor,Rama Ⅲ Road,
Bangpongpang,Yannawa　Bangkok 10120 Thailand.
+66（0）2-682-8191
+66（0）2-682-8191

現地法人名
住 所

T E L
F A X

：
：
：
：

日本タングステン株式会社
福岡市博多区美野島1丁目2番8号
092-415-5500
092-415-5511

親会社
住 所
T E L
F A X

▲工場前（後列右端 田中副社長）▲営業所前（後列右側 矢野部長）
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1
は
じ
め
に

2
北
九
州
市
の
環
境
改
善
協
力

3
大
連
市
政
府
と
の
関
係

４
最
後
に

　
1
9
7
9
年
5
月（
今
か
ら
34
年
前
）、北
九
州
市
と
大
連

市
は
友
好
都
市
の
提
携
を
行
い
ま
し
た
。北
九
州
市
の
門
司
港

と
大
連
港
と
は
明
治
時
代
の
頃
か
ら
航
路
で
結
ば
れ
て
い
た

他
、鉄
鋼
業
が
盛
ん
な
港
湾
都
市
と
し
て
都
市
形
態
が
類
似
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、1
9
7
2
年
の
日
中
共
同
声
明
を
契
機

に
、北
九
州
市
か
ら
大
連
市
に
働
き
か
け
た
こ
と
で
、こ
の
友
好

都
市
の
提
携
が
実
現
し
た
そ
う
で
す
。友
好
都
市
の
提
携

以
降
、両
市
は
文
化・経
済・環
境
等
の
分
野
に
お
い
て
、様
々
な

交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、

1
9
9
1
年
7
月
に
設
立
さ
れ
た「
駐
大
連
北
九
州
市
経
済

事
務
所（
以
降
、北
九
州
市
経
済
事
務
所
）」で
す
。今
回
は
、

北
九
州
市
と
大
連
市
の
こ
れ
ま
で
の
共
同
事
業
や
、そ
の
結
果

と
し
て
構
築
し
た
強
固
な
信
頼
関
係
、現
在
の
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
、1
9
6
0
年
代
に
深
刻
化
し
た
公
害
問
題
を

市
民・行
政・企
業
が
協
力
し
て
克
服
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
経
験
を
活
か
し
、北
九
州
市
は
長
年
に
亘
り
、大
連
市
の

環
境
改
善
に
様
々
な
形
で
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、単
な
る
技
術
協
力
に
留
ま
ら
ず
、

①
環
境
改
善
事
業
の
提
案
、②
各
分
野
の
専
門
家
の
現
地
派
遣

・
実
地
調
査
、及
び
③
実
地
調
査
に
基
づ
く
各
種
環
境
保
全

対
策
の
実
現
可
能
性
の
検
証
等
を
経
て
、2
0
0
0
年
3
月
の

「
環
境
保
全
基
本
計
画
」作
成
ま
で
、北
九
州
市
が
主
体
的
に

行
動
し
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
、こ
の
北
九
州
市
と
大
連
市
と
い

う
自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
に
よ
る
環
境
事
業
は
、国
家
レ
ベ

ル
の
本
格
的
な
環
境
O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）案
件
と
し
て

採
択
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。大
幅
な
環
境
改
善
を
実
現
し
た

大
連
市
は
、2
0
0
1
年
に
国
連
の
環
境
関
連
機
関「
国
連

環
境
計
画（
U
N
E
P
）」よ
り
、環
境
の
保
護・改
善
に
功
績
の

あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
5
0
0
賞
」を
受
賞
す

る
等
、国
際
的
に
も
そ
の
環
境
改
善
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、習
近
平・国
家
主
席
は
３
年
半
前
の
訪
日
の
際
、地
方

都
市
で
は
唯
一
北
九
州
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
連

市
と
の
長
年
の
交
流
実
績
や
、北
九
州
市
が
国
際
的
な
環
境
先

進
都
市
で
あ
る
こ
と
等
が
、中
国
政
府
に
よ
り
評
価
さ
れ
、視
察

先
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、北
九
州
市
で
は
、市
内
外
の
企
業
等
と
連
携
し
、環
境

・水
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
技
術
を
単
体
で
は
な
く
、イ
ン
フ
ラ
の

運
営
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
関
連
製
品
等
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
、

積
極
的
に
海
外
に
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
北
九
州
市
と
大
連
市
の
長
年
に
亘
る
協
力
関
係
の

積
み
重
ね
か
ら
、経
済
交
流
等
の
分
野
に
お
い
て
も
北
九
州
市

経
済
事
務
所
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
す
。特
に
、中
国
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
欠
か
せ
な
い「
人
脈
と
情
報
」に
お
い
て
、強
固
な
関
係

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
で
は
、「
民
間
企
業
の
方
々
が
ビ
ジ

ネ
ス
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
」を
使
命
と
し
、前
述
の

よ
う
な
大
連
市
政
府
と
の
強
固
な
関
係
を
背
景
に「
北
九
州
の

地
元
企
業
への
情
報
発
信
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
岡
〜
大
連
間
は
、航
空
機
が
毎
日
１
便
往
復
、飛
行
時
間

は
１
時
間
半
程
度
で
あ
り
、福
岡・北
九
州
か
ら
の
交
通
の
利
便

性
が
高
く
、北
九
州
か
ら
の
企
業
の
来
訪
や
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
す
る
相
談
は
非
常
に
多
い
そ
う
で
す
。相
談
を
受
け
た
企
業

への
情
報
提
供
や
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
も
丁
寧
に
行
って
お
り
、そ

の
活
動
内
容
は
ま
る
で
商
社
マ
ン
の
よ
う
で
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
の
田
代
所
長
は
、「
公
務
員
ら
し
く

な
い
」と
評
さ
れ
る
こ
と
が
ご
自
身
へ
の
最
大
の
褒
め
言
葉
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
等
、気
さ
く
な
お
人
柄
が
印
象
的
で
す
。

　
我
々
、福
岡
銀
行
大
連
駐
在
員
事
務
所
も
、北
九
州
市
経
済

事
務
所
と
連
携
し
な
が
ら
、積
極
的
に
お
客
様
の
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。　
　
　
　   （
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
小
田
　
周
平
）

PROFILE

：
：
：
：

：
：
：

駐大連北九州市経済事務所
中国大連市西崗区中山路147号　森茂大厦5階
+86-411-8360-7298
yumeiyasu4411@yahoo.co.jp(田代所長)
kod_fusuochang@yahoo.co.jp(古賀副所長)
北九州市役所（公益社団法人北九州貿易協会）
093-541-1969
093-522-5120

現地事務所名
住 所
T E L
E-mail

母 体
T E L
F A X

▲右端が田代所長
　左端が古賀副所長（福岡銀行からの出向）

大連編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
地
元
地
方
自
治
体
の
現
地
事
務
所
の
ご
紹
介

北
九
州
市
〜
駐
大
連
北
九
州
市
経
済
事
務
所

1
は
じ
め
に

2
タ
イ
進
出
の
理
由
と
タ
イ
で
の
事
業
概
要

3
今
後
の
展
開

４
最
後
に

　　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
福
岡
市
博
多
区
に
本
社
を

置
く
、金
属
製
品
製
造
企
業
で
す
。1
9
3
1
年
の
創
業
以

来
、粉
末
冶
金
技
術（
粉
末
か
ら
硬
い
金
属
を
作
る
技
術
）を

ベ
ー
ス
に
、レ
ア
メ
タ
ル
製
品
や
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
等
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。日
本
国
内
に
3
工
場
と
7
営
業

拠
点
、そ
し
て
海
外
に
6
現
地
法
人
を
有
し
、こ
の
う
ち
タ
イ

の
現
地
法
人SV

 N
ITTAN

 CO
.,LTD

.
は
、1
9
7
9

年
に
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
の
初
の
海
外
拠
点
と
し

て
、タ
イ
有
数
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ハ
ビ
リ
ヤ
グ
ル
ー
プ

と
の
合
弁
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、SV

 N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

の
製
造
部
門

責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
と
、営
業
部
門
責
任
者
の
矢
野
部

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
、日
本
で
の
主
要
取
引

先
で
あ
る
製
造
業
者
が
タ
イ
へ
進
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

タ
イ
でSV

 

N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

を
設
立
し
ま
し

た
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

は
、1
9
8
0
年
に

東
南
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
、粉
末
冶
金
技
術
に
よ
る
超
硬
工
具

の
製
造
を
開
始
し
た
後
、精
密
金
型
加
工
、精
密
工
具
加
工

分
野
へ
と
事
業
範
囲
を
広
げ
、あ
ら
ゆ
る
企
業
の
金
属
加
工

ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
る
こ
と
で
、着
実
に
お
取
引
先
数
を
増
や

し
ま
し
た
。現
在
は
、主
に
現
地
の
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、半

導
体
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
等
に
対
し
て
金
属
製
品
等
を
供
給

し
、日
系
企
業
の
タ
イ
で
の
部
品・工
具
等
の
調
達
を
支
え
て
い

ま
す
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

の
歴
史
が
30
年
を

越
え
た
現
在
、取
引
先
数
は
4
5
0
社
を
超
え
、従
業
員
数
は

製
造
部
門（
工
場
）2
6
0
名
、営
業
部
門
20
名
の
合
計

2
8
0
名
と
な
って
い
ま
す（
3
月
末
時
点
）。

　
現
在
、SV

 N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

は
A
S
E
A
N

地
域
で
の
販
売
を
強
化
し
て
い
ま
す
。営
業
部
門
責
任
者
の

矢
野
部
長
は
昨
年
10
月
の
赴
任
直
後
か
ら
半
年
間
か
け
て

市
場
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
、タ
イ
を
含
む
A
S
E
A
N

諸
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
と
の

判
断
に
至
り
、積
極
的
な
拡
販
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、製
造
部
門
責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
は
、「
日
系
同

業
他
社
と
の
競
合
が
激
し
く
な
って
お
り
、技
術
サ
ー
ビ
ス
拡
充

に
よ
る
差
別
化
が
必
須
」と
の
判
断
か
ら
、今
年
４
月
か
ら
日
本

人
技
術
担
当
者
を
１
名
増
員
し
、顧
客
か
ら
の
要
望
が
多
い

超
硬
工
具
の
再
研
磨
等
の
新
分
野
へ
の
取
り
組
み
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
タ
イ
は
、日
系
の
製
造
業
者
が
世
界
で
最
も
事
業
が
行
い
易

い
国
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
だ
け
に

競
争
も
厳
し
く
、先
行
企
業
と
し
て
築
い
た
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
為
に
は「
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
」、「
新
分
野

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、お

二
人
の
話
を
通
し
て
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
超
硬
製
品
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
るS

V

 

N
IT
T
AN

 CO
.
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.

が
、新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
新
分

野
の
開
拓
を
通
し
て
、タ
イ
や
A
S
E
A
N
に
お
け
る
日
系

企
業
の
活
躍
を
支
え
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　 

　貞
方
　
泰
徳
）

バンコク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
営
業
部
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社

〜SV  N
ITTAN  CO

.,LTD
.

や
き
ん

PROFILE

：
：

：
：

SV NITTAN CO.,LTD.
898/29-30　SV CITY TOWER 2,18th Floor,Rama Ⅲ Road,
Bangpongpang,Yannawa　Bangkok 10120 Thailand.
+66（0）2-682-8191
+66（0）2-682-8191

現地法人名
住 所

T E L
F A X

：
：
：
：

日本タングステン株式会社
福岡市博多区美野島1丁目2番8号
092-415-5500
092-415-5511

親会社
住 所
T E L
F A X

▲工場前（後列右端 田中副社長）▲営業所前（後列右側 矢野部長）
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